
チェック項目 はい いいえどちらともいえない 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある
〇

活動ごとにエリアを分けており、集団で利用するスペース、個
別で利用するスペースと分かれている。空間が広く取れる様に
活動に不要なものはエリア内に置かない様にしている。またス
ケジュールで同時に複数名が同じエリアに集わないように工夫
している。

スケジュール通りにいかず、同じエリア(プレイエリ
ア)に集ってしまうこともあったので、余裕をもった
スケジューリングなどで改善していきたい。感染対策
としても密を避けられるように気をつけていきたい。

2 職員の配置数は適切である 〇

基本的に児発管+スタッフ４名の配置をしている。一人ひとりの
ご家族に丁寧に接していけるように心がけている。スタッフが
急遽お休みするときには代わりのスタッフを配置するようにし
ている。

今以上にきめ細やかな支援を提供できるよう、スタッ
フの動きを検討し、スタッフ間の連携を強化していき
たい。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境

になっている。また、障害の特性に応じ、事業所の

設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が

適切になされている

〇

完全なバリアフリー化とは言えないが、乳幼児に使いやすい平
屋の建物になっている。一人ひとりのお子さんに合わせ活動に
集中しやすい空間を衝立や家具を使用して作っている。コー
ナーガードなどを使用している。危険な箇所がないのかチェッ
クを日ごろから行うように意識し、必要に応じて改善するよう
にしている。

利用児さんの年齢によって机や椅子などの家具を使い
分けたりなどしている。
今後もお子さん一人ひとりが安心して分かりやすい環
境の中で療育を受けられるように工夫していきたい。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ

ている。また、子ども達の活動に合わせた空間と

なっている
〇

療育前後に換気・消毒を行っている。療育後はお部屋の掃除だ
けではなくトイレ掃除や玩具の消毒なども徹底して行ってい
る。衛生面だけではなく整理された空間を目指すため、収納棚
などを使用し、整理整頓にも気を配るように努力している。

コロナ禍ということもあり、消毒を徹底して行ってい
る。家具や棚、玩具や課題の消毒を療育後に必ず行っ
ている。今後も利用者の皆さんが安心して利用できる
ように、清潔で心地よい事業所を目指していきたい。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と

振り返り）に、広く職員が参画している
〇

日々の療育記録には児発管が確認を行うようにし、お子さんに
合った目標や支援が提供できているのか確認するようにしてい
る。
療育後には毎回振り返りをスタッフ全員で行うようにし、ス
タッフで共通理解を図ったり、改善策を検討するようにしてい
る。

今後も一人ひとりのお子さんに合った支援が提供でき
るようにスタッフみんなで検討していけるようにした
い。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている
〇

事業所評価の自己評価・保護者評価ともに一年に一度行ってい
る。スタッフから出た意見や保護者からいただいた意見をもと
に振り返り、必要に応じて改善策を検討している。保護者から
寄せられた意見を真摯に受け止め、スタッフ間でも
共有し、よりよく改善できるように話し合いの場を持ち、改善
に努めている。

事業所評価のたびに、日々の支援について見返す機会
となり本当にありがたいと感じている。保護者から頂
いた意見は、今後の期待や希望が詰まっており、その
期待や希望に答えられるように頑張って行きたいと思
う。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果

を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している

〇
ホームページに公開している。
療育室にも保護者が閲覧できるようにファイリングしたものを
置いている。

保護者の方に見て頂けるように、LINEやメールなどに
もリンクでご案内していくことも考えてみようと思
う。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善

につなげている
〇

第三者による外部評価は行っていないが、外部講師によるコン
サルテーションを受けている。
専門性の高いコンサルタントから様々なアドバイスをいただ
き、スタッフのスキル向上や学びを実際の支援に繋げられるよ
うに努力している。

今後も外部講師によるコンサルテーションを受けるこ
とで、スタッフ一人ひとりが質の高い支援を提供でき
るように努力していきたい。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している
〇

コンサルテーション、スタッフ勉強会、法人開催のセミナーや
即実践、夜間講座などスタッフの学べる機会が充実しており、
積極的に学んでいるスタッフがほとんどである。学んだことを
スタッフ間で共有したり、実際の支援の中で活かせるように心
がけている。

今後もスタッフ一人ひとりが学びを深めていけるよう
にしていきたい。
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チェック項目 はい いいえどちらともいえない 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー

ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計

画を作成している
〇

通所開始前にESDMカリキュラムチェックリストを利用したアセ
スメントを行い、お子さんの発達や課題を確認している。保護
者から家庭での姿をお聞きしたり、家族のニーズの確認を行う
ようにしている。アセスメントや保護者のニーズを踏まえて児
童発達支援計画を作成している。

半年に1回は保護者と面談を行い、個別支援計画の取
り組みへの振り返りを行いつつ、現状やニーズの確認
を行い個別支援計画に反映させている。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している
〇

利用開始前や年度初めにはすべての利用者さんにPSI育児アン
ケートを行い保護者の方の育児に関する気持ちの把握を行い、
保護者支援をする上で役立ってている。
日々の療育でもアセスメントの視点を持ち、お子さんの適応行
動の把握に努めている。

保護者の方からご家庭での様子をしっかりと聞き取り
を行いながら、お子さんの今の課題に加えて将来必要
な力を育てていけるようにしていきたい。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている

〇

本人支援に加えて、家族支援にも丁寧に取り組んでいる。家庭
で取り組む課題を提案したり、対象児ののみではあるが通って
おられる園や他の療育事業所との連携のための「情報共有シー
ト」と
電話でのケース会議などを行い連携を図っている。

移行支援として年長児には就学に向けてサポートブッ
ク作成を行っている。家庭と療育だけの結びつきにな
らないように、今後も家族支援、地域支援、移行支援
など丁寧に取り組んでいきたい。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 〇

個別支援計画に基づいて、療育の計画を立てるようにしてい
る。保護者の方にも療育の際に,目標の説明に併せて支援計画
のどの部分に取り組んでいるのか、どういう力に繋がるかも丁
寧に説明するよう心がけている。モニタリング時期にはご家族
にも療育の様子を評価していただき、達成度を一緒に確認して
いる。

保護者の方が分かりやすい説明ができるよう、スタッ
フ間で検討する機会を持つようにしているがまだまだ
不十分なので頑張っていきたい。
お子さんの現状をしっかりと把握した上で達成可能で
家庭生活や園生活、将来を見据えた目標設定であるよ
うにしていきたい。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇

保護者の方にお子さんの興味のあることや得意なことなどを聞
き取りしながら活動内容の立案の参考にしている。スタッフ間
でも利用児にどのような活動を提供するのがベストかの話し合
いを丁寧に行うようにしている。

実際に取り組んでみて上手くいかない時には再度保護
者の方の意見もお聞きしながらスタッフで検討を重ね
るようにしている。お子さんの興味関心やスキル的に
取り組めること、目標とする内容が盛り込まれている
かを意識していきたい。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇

お子さんの姿からプログラムの内容をアレンジしたり、変更
し、柔軟性を育てるため流れが固定したものにならないように
気を付けている。お子さんの興味のある活動の中で目標に沿っ
て取り組むことが多く、使用する玩具や課題が固定化しやすい
こともありますが、活動のねらいなどを丁寧に説明するように
心がけている。

お子さんの興味の幅を広げることも大切にしてい
きたい。同じ活動を続ける場合には特に、取り組みの
ねらいを保護者に丁寧に説明することを今後も丁寧に
していきたい。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している
〇

お子さんの課題や現状が合うようメンバー構成を行っている。
個別活動、集団活動などお子さんの支援計画を基に計画し取り
組んでいる。支援計画の中に「どの場面で」「誰と」「何を」
まで記載し、計画と実際の取り組みがずれないようにしてい
る。

お子さんの姿を保護者の方と確認し、家庭や園での様
子の聞き取りも行いながら、取り組みが家庭や園生活
にも繋がるように気をつけている。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している
〇

事前に打ち合わせの時間を設け、療育中のスタッフの動きや役
割について事前に決めており、療育中も確認できるように固定
の場所に掲示している。その日のお子さんの取り組み内容の確
認や保護者に伝える事の確認、配慮事項などについても共通認
識を図るようにしている。

スタッフ間での共有や確認の時間を持つことがスタッ
フ間の連携に繋がっていると思う。今後も連携を図り
ながらすべての利用者さんに良い療育を届けられるよ
うにしたい。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共

有している
〇

毎日、療育後にはスタッフミーティングの時間を設けている。
お子さんの現状や課題、ご家族からの相談についてもスタッフ
全員で共有している。支援の見直しについても丁寧に検討を重
ねている。支援や環境、スタッフの動きなどについてスタッフ
間で話し合いをし、次週の計画を立てるようにしている。

休みのスタッフにもミーティングで出た話が伝わる様
に書面や口頭で伝えるようにしている。スタッフ間で
話し合いがしやすい雰囲気作りを行えているのはとて
も良いところなので今後もスタッフ間で良い話し合い
の場が持てるようにしていきたい。
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チェック項目 はい いいえどちらともいえない 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている
〇

その日のうちに記録をつけるようにしている。担当以外が
見ても分かるように記録をつけるように心がけ、有効な手
立てや本人の得意な学び方、再構造化のアイディアなどに

ついては必ず記入するようにしている。記録は児童発達支
援管理責任者が定期的に目を通す様にしている。

保護者から相談があった内容について保護者から
聞き取った話だけではなく、支援者側がどのよう
にお答えしたか、どのような対応をしていくこと

にしたかなど事細かく記載して残すようにしてい
る。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している
〇

個別支援計画は、6ヶ月ごとにモニタリングを行ってい
る。個別支援計画の取り組みのまとめを書面にて作成し、
保護者の方に目を通して頂くようにし、支援の方向性の確
認を保護者と支援者間で行えるように心がけている。

個別支援計画の通りに支援が行われているか定期
的に確認するようにすることで個別支援計画と実
際の支援にズレが発生しないように気を付けてい
きたい。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその

子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている
〇

児童発達支援管理責任者や担当支援者が対応するようにし
ている。サービス担当者会議を通じて保護者の意向や他の

事業所や園での様子なども知ることができ支援に役立てる
ことができている。

別の事業所の取り組みについても知ることができ
たり、療育だけでは把握しきれない家庭での様子
も知ることができるため担当者会議などはありが

たい。コロナ禍のため、会議が電話という形にな
ることが多いが今後もしっかり連携を図っていき
たい。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機

関と連携した支援を行っている
〇

対象者が限られてはいるが、「情報共有シート」を通じて
他機関との連携を図っている。園や保護者ニーズがあれば

ケース会議や電話対応など行うようにしている。

今後も必要に応じて関係者や関係機関との連携を

図り、お子さんの安心な生活に繋げていきたい。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある

子ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係

機関と連携した支援を行っている

〇
現在、医療的ケアが必要なお子さん、重症心身障害のある
お子さんの利用がない。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある

子ども等を支援している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整え

ている

〇
現在、医療的ケアが必要なお子さん、重症心身障害のある
お子さんの利用がない。

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている
〇

個人情報保護のため療育見学は行っていない。利用児が
通っている園から園での様子の聞き取りにご協力頂いてい
る。希望されれば情報共有や支援会議のような機会も持つ

ようにしている。

今後は個別支援計画のまとめを保護者の許可を得

て、園にも届けるようにし、情報共有の機会にな
ると良いと思う。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）

との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っ

ている
〇

直接的な情報共有ではないが、移行支援として『サポート
ブック作り』を通して保護者と学校間との連携支援を行っ
ている。保護者の方へは、利用児に必要な支援についてど
のように小学校に伝えるかなど話をする機会を持つように

心がけている。

年長児の全ての保護者の方が『サポートブック』
作成を希望されている。お子さんが安心して小学
校の生活をスタートできるように保護者と連携し
ながら取り組んでいいきたい。

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、

発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助

言や研修を受けている
〇

必要に応じて連携を図るようにし、お子さんにとって有効
な支援の確認を行うようにしている。

支援を提供する機関同士が情報共有したり、連携
することはお子さんの支援において大切だと考え

るので連携を大切にしていきたいと思う。
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チェック項目 はい いいえどちらともいえない 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある
〇

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害のない
子どもと活動する機会はない。

実際の交流はないが、利用児が通っている園との
情報共有などは今後も積極的に行っていきたいと

思う。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している
〇

自立支援協議会の会議には法人の代表が参加し、報告を受
けている。療育研修会へは児発管が出席し、そこで得た情
報や学びはスタッフに資料を見せながら情報提供するよう
にしている。

療育研修会は児童発達支援事業所の他の事業所と
の人の意見が聞ける場にもなるため、児発管だけ
ではなく色々なスタッフも参加できるように考え
ていきたい。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持っている
〇

保護者同室の療育を行っているため、課題や目標の説明を
行った上で療育を行うことが可能である。また療育の中で
見られた利用児の姿から保護者と特性について考えたり、
有効な支援方法についても検討することができる。また身

に付けたスキルが家庭生活のどういった場面で活かせるか
を一緒に考えるようにしている。必要に応じて、療育の中
で保護者に対しても実践の場を設け、対応する練習をする
こともある。

父や母だけでなく祖父母が療育に参加されること
があるため、その都度説明を丁寧に行うことで、
ご家族が共通認識を持てるようにしていきたい。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニン

グ等）の支援を行っている
〇

療育の中で関わり方のモデルを示したり、保護者の方にも

実践できる機会を用意している。

今後もご家庭の中でのお子さんの関わりに繋げら

れるように、療育の中で保護者の方が実践できる
機会を作っていきたい。法人主催の保護者のため

の勉強会の機会など豊富にあるので紹介していき

たい。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている
〇

利用開始時(契約時)にすべての方に個別に書面を用いて説

明するようにしている。
重要事項説明書、契約書は、説明ののち、一部お渡しして

いる。

お盆や正月休み、警報時の療育についてなどは、
LINEやメールなどでもその都度周知するようにし
ている。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づ

き作成された「児童発達支援計画」を示しながら支

援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている

〇

個別支援計画を示しながら内容説明を行っている。保護者
から意見や質問がある場合にはその場で伺い、計画を組み
なおすこともある。再編成したものに保護者の同意を得て

から支援を実行している。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている
〇

連絡帳や相談シートに悩み事や困り事を記入していただ

き、どのように対応すると良いか保護者と一緒に考えた
り、場合によってはアドバイスを行うようにしている。

担当スタッフだけでは解決できない相談内容であ

る場合にはスタッフミーティングの機会にスタッ
フ間で検討を重ねた上でアドバイスや支援を行う

ようにしている。すぐに解決できない相談事で
あっても、お話をお聞きする中で、保護者の方の
ストレスや孤独感などが少しでも軽減することに

役立てたらと思う。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している
〇

療育の中で保護者同士が情報交換できる機会を持てるよう
にしているが、すべての保護者に向けてはできていない。
希望がある方には法人が主催する親子で参加できる活動の
ご案内をさせていただいている。

今後、療育の中でよりいっそう保護者同士が情報
共有できるような機会を考えていきたい。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知

し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対

応している

〇

保護者から申し出があった時にはスタッフ間で話し合いを
設け、対応策を考えるようにしている。スタッフ間での共
通認識が図れるように回覧などで把握するようにしてい
る。

体制などに変化がある場合は、保護者の方にメー

ルや声かけによりお知らせをし、ご理解・ご協力
をいただいている。今後もよりよいサービスを目

指していきたい。また、変更がある場合には必ず
周知することを徹底したい。
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チェック項目 はい いいえどちらともいえない 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して

いる
〇

法人が毎月1回会報を出しており、その中で『ぐんぐん
ぴっぴ』の活動の様子を紹介している。

正会員・賛助会員の人には目にしていただける
が、それ以外の利用者さんには見て頂けないので
育てる会のホームページの紹介やぐんぐんぴっぴ

の活動の紹介についてはLINEやメールでの紹介な
ども検討していきたい。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 〇

ケース会議や担当者会議などの際には個人情報を持ち出す
ことがあるが取り扱いには十分注意している。療育中に他

のお子さんの情報が目に触れないようにしたり、他の時間
帯や曜日のお子さんの名前が目に触れないように気を付け
ている。

実績記録表や検温・手洗いチェックなどは個別に

ファイリングし単位ごとに引き出しに収納するよ
うに変更した。お子さんごとの記録用紙がファイ
ル式のバインダーで個人情報が守られるようにし
ているものの、ファイルを閉じないまま置いてし
まうこともあったので気を引き締めていきたい。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている
〇

お子さんの表出しやすい方法、理解しやすい方法の両方を
保護者と確認を行い、お子さんにとって有効な方法を活用
するようにしている。保護者の方にも、言葉だけではな
く、実際に課題やモデルを見せながら説明するように心が

けている。

保護者の方には口頭で説明することが多く、たく
さんお話しした時には整理するのに大変な思いを
させてしまっているのかもと反省した。必要に応
じて書きながら説明したり、話した後に書いたメ

モを渡すなど工夫していきたい。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれ

た事業運営を図っている
〇

法人が主催するフリーマーケットなどを行い、地域の方を
はじめ、利用者の方々と共に参加できるようなイベントを

開催している

外での活動の際には近所の方に声をかけて頂いて
いる。親切な近所の方が多く、色々と助けられて

いる。

41
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する

とともに、発生を想定した訓練を実施している
〇

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、掲示したりファイリングして保護者

の方にいつでも見ていただけるようにしている。マニュア
ルに沿った避難訓練をスタッフだけで行い、保護者には避

難経路や避難場所について適時説明を行うようにしてい
る。

利用契約時にはすべての保護者の方に丁寧に説明

を行うようにしている。

避難経路などは保護者の方がいつでも確認できる

ように療育室に掲示している。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている
〇

スタッフ間で災害時の避難、救出を想定した役割分担につ
いて確認し訓練を行った。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども

の状況を確認している
〇

年度ごとに利用者ファイルに利用児の健康状態を記入して
頂き、把握している。

全てのスタッフが把握できるように、お子さんの
情報シートを作成し記載している。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされている
〇

保護者からの聞き取りにより、年度初めにアレルギーの有
無は把握している。

全てのスタッフが把握できるように、お子さんの
情報シートを作成し記載している。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いる
〇

ヒヤリとしたことが起きた場合や想定される場合には報告
書を記入し、スタッフ間で共通認識を図り再発防止を予防

するようにしている。

事故防止だけではなく質の良い支援を提供できる
ためにヒヤリハット報告書をしっかりと活用し、

スタッフみんなで意識していきたい。
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課題や改善すべき点を踏まえた
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46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている
〇

虐待研修をスタッフ全員で受けたのち、虐待にあたるケー
スの確認や虐待を発見した際の対応について共通理解を
図った。虐待を疑われるケースに関しては必ず記録を残
し、上司へ報告し然るべき対応をしている。

自分の事業所だけで解決しようといったことがな
いように、地域の支援センターや相談支援専門

員、他事業所とも連携を図っていきたい。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十

分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記

載している

〇

身体拘束は原則として行わない。
運営規定や重要事項説明書には身体拘束についての記載を

行っており、必要なケースが発生すれば個別支援計画に記
載し、緊急時のやむを得ない場合にのみ行うこととしてい
る。
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○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。


